
自分たちで企画した卒業旅行

～ゴールに向けて５０人が取り組んだ～

２月２０日（木）に６年生は卒業旅行で志摩スペイ

ン村まで出かけます。授業時間を利用して旅行に行

けていいなと思う下級生もいるかもしれませんが、本

校で卒業旅行は、必ず行かなければならない行事と

しては位置づけておらず、子どもたちが主旨（めあ

て）の設定、ルール・約束事の整備、日程や目的地

の選定など自分たちで企画して初めて行くことがで

きます。

遡ること昨年の１２月。１組、２組の学級委員４人

が校長室に来室し、「卒業旅行に行きたいから許可

を出してほしい。」と、話がありました。そして「授業時

間を使って旅行に行くのだから、遊びと思われない

ように、自分たちでルールを決めたり、ひとりぼっちを

作らないように配慮したりしていきたい。」と、旅行に

向けたルールや約束事まで話していました。

また、「旅行当日だけ、いい行動をするのではな

く、これから旅行当日まで、先生たちに頼らず自分た

ちでよりよくなっていけるように努力するので、校長

先生に合格かどうか判断してもらい、合格したら旅

行に行かせてほしい。」と、旅行に対する熱い思いを

聴きました。

その際、私から理想とするクラスを１００点とした場

合、点数は何点かと問い合わせたところ、１組は７０

点、２組は４０点と回答がありました。満点でない理

由は、両クラスとも「先生の話を聞かず、体育なら土

いじりをしているから。」、「授業中集中していないか

ら。」、「注意しても勝手なことをする人がいるから。」

など、自分たちのできていないところを明確に話して

いました。

それから約２ヶ月間、６年生は毎日、自分たちので

きていないところを確認し、帰りの会で自分たちの行

動がどうであったかを振り返っていました。取り組み

始めても、いきなり理想の１００点にはなっていないよ

うでしたが、授業の様子を毎日観察していると、クラ

スの雰囲気が少しずつ変わっていることが分かりま

した。最近の学級委員による自己採点は１組は９０

点、２組は７５点でしたが、私としては両クラスともも

う少し高い点数でもいいのではと思っているくらいで

す。

１組では、学級会の様子が印象的で、学級委員が

会議を進行しながら、みんなに確認すべきところやこ

れから守るべきところを明確にして、みんなで理想の
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クラスを目指そうとしていることがよくわかりました。

先日の算数の授業では、問題が分からなくて困っ

ている人に対して率先してヒントを出している人がい

たり、なんとか自分で解いてみようと黙々と考えてい

たりする人がいて、そのような姿から１組の前向きさ

がよく分かりました。

２組では、ルールや約束事を守られていない言動

があると、注意するだけでなく、暖かい言葉でサポー

トもしていました。時には、「何度注意してもいうこと

を聞いてくれないからイライラする。」と感じた人もい

たようですが、それでも、「春風を以て人に接し、秋

霜を以て自らつつしむ」で、まずは自分に厳しく、自

分がルールを守ることで、結果としてクラス全体をよ

くしていこうと一人ひとりが行動し、よりよいクラスを

作っていこうと取り組んでいました。

６年生の様子を観察し、つい先日、卒業旅行の実

施を許可しました。

本校では子どもたちの意見表明の機会確保を大

切にしています。意見表明といっても「言いたい放

題」「好き勝手に」ということではなく、自分たちの学

校生活が今以上に潤うために、自分たちの果たすべ

き役割や責任にはどんなものがあるのかを明確にさ

せ、取り組ませています。学級遊びも同様で、みんな

が楽しい思いをするために、どんなことを、どのように

していけばいいのか、目標達成のためにどんなルー

ルや約束事が必要かなど、事前に考え意識させるこ

とで、遊びが仲間づくりの取り組みに変わっていきま

す。

６年生の卒業旅行の取り組みを見ていて、確かに

彼らの姿は下級生の手本となっていると思いました。

中には、「まだまだこんなもんじゃいけない。」と自分

たちのクラスのことを思っている人もいるようで、それ

もまた高い目標に向けて頑張ろうとしている証でしょ

う。

卒業を前に、グンと成長した６年生の姿、しっかり

胸に刻みました。

勢和大橋の下校見守りボランティア

現在、勢和大橋の塗装工事をされている株式会

社田室塗装代表 田室あゆみ様から、勢和大橋の
た むろ

下校見守りを２月２０日から毎週木曜日（１～３年下

校時）にボランティアでやっていただく由、連絡があ

りました。

塗装工事中に保護者や地域の皆さんが見守りを

されていることをご覧になり、力になりたいと声を上

げていただきました。

塗装工事が終わる５月末頃

まで見守っていただくことにな

ります。

ありがとうございます。

自己採点結果を示した１組のプレゼン資料
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